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～令和４年度敬老会～ 

揮毫された文字は「温（ぬく

もり）」。これからも、皆様の

日常が、ご健康で笑顔の絶えな

い日々でありますように、温も

りのある円やかで温かい時間が

続きますようにという願いが込

められています。 

▼
今
年
度
も
昨
年
度
同
様
に
敬

老
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

式
典
と
会
食
は
中
止
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
▼
式
典
等

の
代
わ
り
に
昭
和
の
日
の
４
月

29
日
に
、
区
長
会
か
ら
祝
菓
子

が
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様

に
は
祝
菓
子
に
加
え
、
寿
座
布

団
と
市
長
か
ら
の
記
念
色
紙
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
▼
今
年
の

敬
老
者
は
6

3

2
名
、
米
寿
を

迎
え
ら
れ
た
方
は
34
名
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
▼
長
年
に
わ

た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
ご
努

力
を
重
ね
、
社
会
や
地
域
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
こ
と
に

対
し
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま

す
。
▼
来
年
こ
そ
は
式
典
を
開

催
し
、
楽
し
い
時
間
を
お
過
ご

し
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

米寿を迎えられた皆様には祝菓子に加え記念品が贈呈されました 

山辺里地区まちづくり通信 



安全・安心部会 交流・振興部会 発掘・発信部会 まちサポ部会 ＣＡ部会 わげしょの会 

◆地域の人が安
全で安心して生
活できるための
取り組みを行う 

◆地域行事や集
落行事で、人と人
とがふれあう活
動を活性化させ
る 

◆誇りをもって
地域の魅力を高
め、地域外の人々
とのつながりを
促進する 

◆「活動の基とな
るネットワーク
づくり」をテーマ
に、担い手育成や
地域の困りごと
解決に向けて取
り組む 

◆女性ならでは
の視点で地域課
題を探り、課題解
決に向けて取り
組む 

◆青年層自らが
地域課題を探り、
課題解決に向け
て取り組む 
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※
順
不
同
・
敬
称
略 

令和４年度の山辺里地区まちづくり協議会総会は、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止の観点から中止とし、総会でご審議いた

だく予定の議題につきましては代議員による書面での議決とさ

せていただきました。 

書面表決書の提出者は、代議員数４６名のうち、４４名、未提

出者２名で結果は右のとおりでした。 

 

＜総会議案＞ 

第１号議案 令和３年度事業報告 

第２号議案 令和３年度決算報告 

第３号議案 第 3 次山辺里地区まちづくり計画策定 

第４号議案 山辺里地区まちづくり協議会規約改正 

第 5 号議案 令和４年度事業計画（案） 

第 6 号議案 令和４年度予算（案） 

第 7 号議案 まちづくり協議会役員承認 

 
 以上 7 議案については全て、承認 42 票、不承
認 0 票、無効 2 票となり、過半数の承認をもって
可決されました。 

第３次山辺里地区まちづくり計画

◆策定にあたって 

●昨年度実施した、山辺里地区住民アンケート調査の結果分析から地域の課題が見えてきました。課題整理

から見えてきたもの、地域住民の皆さんが求めているものなど、これまでのまちづくり協議会活動の成果

と課題をまとめ第 3次まちづくり計画を策定しました。 

●ご協力いただいたアンケート結果は、今後の活動を検討していく中で活かしていきます。 

 

◆理想の将来像 

1. 子どもからお年寄りまで安全安心で、健康的でいつまでも住み続けられるまち 

2. 伝統文化の継承や地域行事等を通じて、人と人、企業、団体がつながり、助け合い、ふれあうまち 

3. 誇りをもって地域の情報を発信し、地域外の人が訪れたいと思える魅力あるまち 

4. 次代を担う若者と共に地域の課題解決に向けて取り組み、地域住民が活躍できるまち 

 

協
議
会
役
員 

山辺里地区まちづくり協議会 組織体制

総 会 （集落からの代議員で構成） 

◆基本姿勢 

●山辺里地区では、これまでも地域と行政が互いに知恵を出し合いながら地域活性化のため、第 1次・第

2 次まちづくり計画を策定し様々な取り組みを展開してきました。これまでの取り組みの成果を踏まえつ

つ、更なる地域課題の把握に努め、その解決に向けた取り組みを推進すると共に、互助やふれあいを大切

にしながら地域のみんなが幸せを感じ、笑顔で暮らせるまちづくりを目指します。 

 



  

 
＜事務局職員＞ 
 
 この度 4 月下旬から勤務することになりました

山脇繁実です。 

 私は村上地区在住で山辺里地区

での勤務は初めてとなります。改善

センターに来てまだ日も浅く、私自

身右も左もわからない状況ですが、

少しでも地域の皆様のお役に立て

るように努力いたしますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 
 

新たに職員が加わり、３人体制となります。 

 

◆収入                  単位：円 

項 目 予算額 説明 

１ 交付金 4,192,000 ・まちづくり交付金 

２ 補助金 100  

３ 委託料 0  

４ 繰越金 902,543 ・前年度繰越金 

５ 繰入金 0  

６ 雑収入 296,357 ・集落負担金 

・各種事業参加費等 

合計 5,391,000  

◆支出 

項 目 予算額 主な事業内容 

１ 組織運営費 1,336,000 ・会議費 ・報償費 ・事務費 

２ 事業費 3,855,000  

 安全・安心事業費 150,000 ・防災について考え“助け合い”、“備え”の大切さを考える機会を企画する 

・健康的な生活の推進。「すこやか体操教室」「健康管理相談会」 

・お互いさまのまちづくりを考える。「むらかみ互近所ささえ～る隊」との連携 

 交流・振興事業 750,000 ・集落活性化補助金 

・スポーツ交流 

・伝統行事の保存・継承。「盆踊りプロジェクト」 

 発掘・発信事業費 320,000 ・さべりフォトコンテスト 

・地域の魅力発信・支援「耕雲寺豆まき」 

・「また訪れたい」「住んでみたい」と思える地域になるよう、他地域・他団体、地域外の

人や企業との交流事業で何ができるかを検討する。 

・自然環境の保護「動植物の実態調査」 

 まちサポ事業費 150,000 ・課題解決に向けたネットワークづくり 

 ＣＡ事業費 150,000 ・新たな取り組みの提案 

青年部事業費 

（わげしょの会） 

150,000 ・さくらプロジェクト 

・ウインターイルミネーションプロジェクト 

・広報パワーアッププロジェクト 

地区文化祭事業費 300,000 ・開催食材等 

地域ふれあい事業費 750,000 ・ふれあいフェスタｉｎさべり 

スポーツ大会事業費 210,000 ・グラウンドゴルフ大会 

・野球大会 

・バレーボール大会 

子ども見守り事業費 50,000 ・「放課後こども教室」、「放課後よれっしゃ」への支援 

普及啓発事業費 625,000 ・さべり ingの発行 

敬老会事業費 200,000 ・まち協負担金 

イメージソング事業費 20,000 ・「大好きさべり」活用事業 

記念植樹管理事業費 30,000 ・植樹維持管理費 

３ 備品購入費 100,000 ・地区内共用備品の購入 

４ 予備費 100,000  

合計 5,391,000  

 

イベントのお知らせ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中止イベント＞ 
８月６日（土）第８回ふれあいフェスタ in さべり 

 
9 月以降のイベントについては、改めてお知らせします 

令和４年度は、これまでの既存事業を引

き継ぎつつ、第３次まちづくり計画や住民

アンケート結果分析を基に、それぞれの分

野で何が必要か、何ができるかをじっくり

検討し令和５年度以降につなげていきま

す。 

令和４年度 収支予算・主な事業

＜開催イベント＞ 
感染対策を行い、開催します。 

7 月 ３日（日）山辺里地区グラウンドゴルフ大会 

8 月 15 日（月）山辺里地区野球大会 

 ※後日、募集案内を送付いたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～特定健診を受けましょう～ 

山辺里地区のみなさんこんにちは。連休はゆっくり休むことができましたか？農
作業で忙しかった方も多いのではないでしょうか。さて、連休明けに「基本・特定
健康診査のご案内」を発送しました。集団健診を受診予定の方は、健診日時や持ち
物を確認しましょう。 

 ～山辺里地区の集団健診～   

日 付  6 月 3 日（金）   

受付時間 午前 9 時～午後 3 時 (集落ごとに受付時間が異なります)   

会 場  村上農村環境改善センター（日下 993-1）   

 対象者  市国保加入者 / 健診申込のあった後期高齢者・30代の方・社保扶養者  

 ～健診受診状況～ 

山辺里地区の方に「健診を受けてくださってありがとうございました」と伝えると、「自分の健康のこ

となのだから当たり前だよ、最低限の自己管理だよ。」「ありがとうなんて、こちらのセリフです。自分

の健康状態を振り返るために必要な機会です。」などの声が多く聞かれました。ご自身の健康管理のため

に、健診を有効活用している方が多いのだなと感じました。みなさんお気づきの通り、毎年継続して健

診を受けることで、健康状態の変化に気づくことができます。今年度もぜひ健診を活用してください。 

 

詳しくは「基本・特定

健康診査のご案内」を

ご確認ください。 

また、ご不明点があれ

ばお気軽にお問い合わ

せください。 
 

辺里地区担当保健師  

菅原 小熙（すがはら さき）TEL53-2111 内線 2441) 

昨年度の山辺里地区(市国保加入者40-74歳)
の特定健診受診率は 45.2％でした。 

新生児訪問でお伺い

した地区の赤ちゃん

をご紹介します 

健民少年団山辺里地区隊 

～入団式～ 

式では新入団員一人ずつ名前が呼ばれ、元気に返

事をしていました。▼入団式を終えたあとは各地

区隊に分かれての活動です。山辺里地区隊はお城

山に向け出発。声を掛け合いながら全員が登頂

し、山頂から満開の桜と絶景を見ながらの昼食タ

イムとなりました。健民少年団では、「ゴミは必

ず持ち帰り、来たときよりも美しく」と指導して

います。自分の出したゴミ以外も団員は拾ってい

ました。▼下山ルートは国道側で急な箇所もあり

ましたが、全員が落ち着いて行動し、無事に目的

地である旧山辺里小学校に到着しました。4 年生

にはちょっとキツかったかもしれませんが、団員

全員が元気に歩き切りました。▼終わりの集いで

は、「健少楽しかった。また次も参加したい」と

話していました。６月の活動は、南大平ダム湖公

園でのキャンプを予定しています。 

 

▼４月１６日（土）に村上教育情報センターにて村

上市健民少年団入団式が行われ、山辺里地区隊に新

たに 9 名の新入団員が加わりました。 

村山さくら ちゃん 

仲間町 

新田來羽（らいは）ちゃん 

四日市 


